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５-１ 自然災害とともに生きる
自然災害と国土の自然条件

５年 組 番

②【基本】資料の日本地図を読み取ろう。 
・地図には自然災害の種類が書かれている。どのような種類があるだろうか。

・自然災害ではどのような被害が発生しているか， ～ の写真から読み取ろう。

③【ポイント】日本のどのあたりで，どのような自然災害が発生しているのだろうか。
・地図上の □

しかく

に自然災害の種類ごとに色をぬったり，マークを書いたりしよう。

・「主な火山」と「大きな地震の震源」の記号を確認しよう。

・どのあたりに，どのような自然災害が発生しているか，気づいたことを書こう。

④日本の自然災害の様子についてノートにまとめよう。考えたことも書こう。 

① 【ねらい】日本で発生している自然災害についてわかる。

P204～P205 

地震災害，雪害，風水害，津波災害，火山災害

・地震災害では道路や建物がこわれる。

・雪害では電車がとまったり，家がこわれたりする。

・風水害では土砂くずれや浸水がおきる。

・津波災害では建物が流される。東日本大震災では多くの人が亡くなった。

・火山災害では家がこわれた。

・どの自然災害でも死者が出たり，多くの家に被害が出たりしている。

・大きな地震の震源は太平洋に多いが，日本の各地で発生している。

・大雪は日本海の近い地方で発生している。日本海側は雪が多いから。

・主な火山は日本の各地にある。島にもあって噴火するかもしれない。

・風水害は西日本で起きているが，全国で台風の被害は起きている。

・日本は全国各地で自然災害が起きやすい。


